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町 屋 茶 区 北 市 阪 大 府 阪 大 ） 避 回 下 地 の 能 機 要 重 、 段 手 信 通 の 数 複 、 置 配 散 分 Ｓ Ｐ Ｕ 、 電 発 用 常 非 応 対 間 時 ２ ７ 、 散 分 の 種 源 熱 （ 性 頼 信 ・ 性 用 耐       　 2   . 2 Q 

） 御 制 央 中 ド ン イ ラ ブ 動 電 、 ス ラ ガ 能 性 高 、 シ ッ サ ン キ ス ル ブ ダ （ 制 抑 荷 負 熱 の 物 建         . 1 . 1 R L 

） ム テ ス シ 御 制 光 採 然 自 の 動 連 ー サ ン セ 、 ム テ ス シ 御 制 気 換 然 自 の 理 管 ル ー ュ ジ ケ ス （ 用 利 ー ギ ル ネ エ 然 自         . 2 . 1 R L 

） Ｓ Ｍ Ｅ Ｂ 、 価 評 態 実 の 後 工 竣 （ 用 運 的 率 効         . 4 . 1 R L 

） け 分 統 系 の 水 用 雑 、 器 機 型 水 節 （ 護 保 源 資 水         . 1 . 2 R L 

） 減 削 2 O C C L （ 慮 配 の へ 化 暖 温 球 地         . 1 . 3 R L 
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 クンラA

～ ン キ ス ル ブ ダ 型 薄 つ 持 を ド ー モ の つ ５ ～ 　 ル ビ ス ィ フ オ 型 慮 配 境 環 た け 開 に 面 西 
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 価評EEBSAC

ー パ ン ダ キ ー レ ブ 型 柱 間 観 内 　 室 務 執 

図 面 平 階 準 基 

Ｔ Ａ Ｘ Ｅ Ｎ 面 西 

ド ー モ の つ ５ の Ｔ Ａ Ｘ Ｅ Ｎ 

景 全 物 建 

観 外 西 北 

観 内 Ｔ Ａ Ｘ Ｅ Ｎ 

観 外 Ｔ Ａ Ｘ Ｅ Ｎ 

進 前 て し そ ・ 進 先 ・ 心 安 

し 面 に 」 道 街 田 池 旧 「 い 深 史 歴 、 は 店 本 行 銀 田 池 る あ に 市 田 池 の 部 北 府 阪 大 

あ で 点 起 の 道 街 る あ の 縁 の こ 、 て し と 部 本 の 行 銀 田 池 は ル ビ の 回 今 。 る い て 

。 」 進 前 て し そ ・ 進 先 ・ 心 安 「 は ド ー ワ ー キ 。 た れ さ 画 計 に 町 屋 茶 の 田 梅 る 

却 脱 ら か ジ ー メ イ な 厚 重 の 行 銀 の 来 従 、 め た の 化 現 具 の 」 進 先 「 ず ま は 々 我 

案 提 を 用 採 材 素 い 高 の 性 久 耐 う い と ス ラ ガ 、 て し と 』 行 銀 た れ か 開 『 た し 

よ ぬ ら な に 箱 の ス ラ ガ る な 単 、 に め た る す 」 進 前 「 つ か で 」 心 安 「 に 次 、 し 

。 た し 指 目 を ン イ ザ デ ル ブ ナ ィ テ ス サ 、 し 施 を け 掛 仕 た し 慮 配 も に 境 環 う 

け 掛 仕 の へ 壁 外 面 西 

部 大 が 面 西 い き 大 が 荷 負 熱 は 部 口 開 の 室 務 執 

で 方 一 る 取 く 広 限 大 最 を 室 務 執 。 る め 占 を 分 

発 開 の 組 林 大 、 め た る す 保 確 を 性 住 居 な 適 快 

Ｎ シ ッ サ ン キ ス ル ブ ダ 能 機 多 る あ で 品 商 術 技 

。 た し 用 採 を Ｔ Ａ Ｘ Ｅ 

生 発 が り 溜 熱 ど ほ 階 上 が ン キ ス ル ブ ダ 型 来 従 

き 大 が 厚 壁 め た の ス ン ナ テ ン メ 、 や 題 問 る す 

Ｔ Ａ Ｘ Ｅ Ｎ 、 し 対 に の つ 持 を 点 弱 の 等 る な く 

ッ ニ ユ た し 結 完 に 毎 ア ロ フ で ｍ ｃ ０ ２ 行 奥 は 

。 る あ で ン キ ス ル ブ ダ の ル ー ォ ウ ン テ ー カ ト 

、 し 用 採 に 面 西 な き 大 の 荷 負 熱 は Ｔ Ａ Ｘ Ｅ Ｎ 

の ス ラ ガ Ｅ － ｗ ｏ Ｌ 、 は 面 東 北 南 む 含 を 側 妻 

を ト ッ リ ス 気 換 然 自 に シ ッ サ ン キ ス ル グ ン シ 

慮 考 を 化 命 寿 長 物 建 や 性 工 施 。 だ ん 込 み 組 

ユ の ト ン イ ョ ジ ン プ ー オ い 無 の ル ー シ 、 し 

た し 応 呼 に 件 条 境 環 、 で 上 た し と 法 工 ト ッ ニ 

。 る い て っ 行 を 択 選 の ン キ ス 

華 昇 の へ ン イ ザ デ 、 合 融 の と 画 計 造 構 

。 る い て し 用 採 を 造 構 震 制 に 上 以 階 ３ め た の 」 心 安 「 

り 張 ス ラ ガ 、 が る な と 要 必 に 周 外 物 建 が ス イ バ デ 振 制 

が ー パ ン ダ キ ー レ ブ の 型 柱 間 、 く べ す か 活 を 感 明 透 の 

建 、 と 性 放 開 の ア リ テ ン イ 、 れ さ 置 配 に 央 中 ン パ ス 各 

。 る い て し 与 寄 に 性 能 可 続 持 の 物 

平 水 の ｍ ｃ ５ １ 幅 出 る あ で 口 入 取 気 外 の Ｔ Ａ Ｘ Ｅ Ｎ 

を 影 陰 な ル カ ミ ズ リ の つ ず 本 ２ に 毎 ア ロ フ 、 が ン ィ フ 

美 能 機 な か 豊 に 面 ス ラ ガ な ち が り な に 調 単 、 し 成 り 織 

。 る す 応 呼 と ー ャ チ ク ラ ト ス の 後 背 、 せ た 持 を 

ン コ の と け 掛 仕 る す ル ー ロ ト ン コ を れ そ と 材 素 の 壁 外 

を 」 化 る え 見 「 の 壁 外 る す 吸 呼 、 り よ に ン ョ シ ー ネ ビ 

し 画 を 線 一 は と 物 建 の り 張 ス ラ ガ る れ 溢 に 中 街 、 り 図 

  。 た っ 狙 を と こ る す 華 昇 て し と 築 建 る す 」 進 前 「 た 

果 効 と 能 機 の Ｔ Ａ Ｘ Ｅ Ｎ 

口 開 る あ の 構 機 替 切 路 経 風 通 に 下 上 の 窓 で 位 単 ア ロ フ 

・ 雨 ・ 照 日 や 理 管 転 運 ル ー ュ ジ ケ ス 間 年 、 て け 設 を 部 

や ド ン イ ラ ブ 部 内 、 り よ に と こ る す 動 連 と ー サ ン セ 風 

応 に 象 気 の 外 屋 、 し 御 制 で ド ー モ の つ ５ を れ 流 の 気 空 

。 る き で が と こ る す 持 維 を 態 状 の 適 最 に 常 て じ 

Ｅ Ｎ た じ 通 を 年 １ 、 と る す 算 試 に 基 を タ ー デ の 後 工 竣 

削 ー ギ ル ネ エ 調 空 間 年 、 は 果 効 ー ギ ル ネ エ 省 の Ｔ Ａ Ｘ 

、 減 ％ ０ ４ て し 対 に ン キ ス ル グ ン シ 般 一 、 て し と 量 減 

。 た っ な と 減 ％ ２ ２ て し 対 に ン キ ス ル ブ ダ 型 来 従 

設計担当者 

建築／林浩二、神戸嘉也、井上雅祐、杉本憲祐 

構造／西村勝尚、藤井正則、金山るみ子 

設備／山本雅洋　　電気／谷邨昌俊、高田隆司 
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※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します


